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 この例は，自分から家族，家族から地域へと段階的に視野を広げ，自分や家族のために進んでよりよい生活を工夫し

ていくことをねらいとしている。第１学年から第２学年では，自分の生活を見つめ直し，生活の自立を目指して，内容

Ｂと内容Ｃを履修させる。その際，内容Ｄについても関連して履修させる。第３学年では，家族や地域のことを考えて

よりよい生活を創造することを目指して，内容Ａを履修させる。選択必修である生活の課題と実践については，第１学

年の冬季休業中の雑煮作りと第２学年の夏季休業中の安全に住まうための工夫を設定している。 

 なお，感染症などで第１学年における調理実習の実施が困難な場合には，例えば，学年間で調理実習を含む題材の指

導の順序を変更することも考えられる。 

 

 

 

指導計画例① 生活の自立から共生へと段階的に視野を広げる年間指導計画 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

第
１
学
年 

項
目 

A(1) 
B(1) 

食生活と栄養 

B(2) 

献立作りと食品の選択 

B(3) 

調理と食文化 

B(3)ウ 

生活の 

課題と実践 

B(3) 

調理と食文化 

時数 2 5 9 9 4 6 

学
習
内
容 

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
※
） 

・食事の役割 

・健康に良い食

習慣 

・栄養素の種類

と働き 

・中学生に必要

な栄養素 

・食品に含まれる栄養素  

・６つの食品群 

・食品群別摂取量の目安 

・１日分の献立 

・生鮮食品と加工食品 

・食品の選択と購入 

・食品の保存と食中毒の防止 

・日常食の調理（肉，魚，野菜） 

・地域の食文化 

 

・食生活の課

題と実践 

（例） 

日本の食文化

を追求しよう 

・地域の食材を生か

した調理 

・よりよい食生活を

目指して 

第
２
学
年 

項
目 

C(1) 

衣生活と自立 

C(2) 

住生活と自立 

C(3)イ 

生活の 

課題と 

実践 

C(3) 

生活を豊かにするために 

D(1) 

私たちの 

消費生活 

D(2) 

環境に 

配慮した 

消費生活 

時数 7 6 3 10 6 3 

学
習
内
容 

・衣服の働き      

・目的に応じた着用 

・個性を生かす服装 

・衣服の計画的な活用 

・既製服の選択と購入 

・衣服の手入れ 

・よりよい衣生活を目

指して 

・住まいの役割 

・生活行為と住空間 

・日本の住まいと住 

まい方 

・安全で安心な住まい 

・健康で快適な住まい 

・よりよい住生活を 

目指して 

・住生活

の課題

と実践 

（例） 

災害に備

えた住ま

い方を工

夫しよう 

・生活を豊かにする工夫 

・製作の計画 

・布を用いた物の製作 

・消費者としての自覚 

・販売方法と支払い 

方法 

・商品の選択と購入 

・消費者トラブル 

・消費者の権利と責任 

・よりよい消費生活

を目指して 

・エネル

ギー消

費と環

境 

・持続可

能な社

会を目

指そう 

第
３
学
年 

項
目 

A(2)ア 

家族・家

庭と地域 

A(3) 

幼児の生活と家族 

A 

(2)

イ 

時数 3 13.5 1 

学
習
内
容 

・家庭や

家族の

基本的

な機能 

・中学生

として

の自立 

・家庭生

活と地

域との

関わり 

・幼い頃の振り返り 

・幼児の体の発達 

・幼児の心の発達 

・幼児の生活習慣の習得 

・幼児の生活と遊び 

・幼児との触れ合い 

・子どもにとっての家族 

・
こ
れ
か
ら
の
私
と
家
族 

（※）「家庭分野のガイダンス」では，自分の成長の振

り返り，小学校家庭科の学習内容の振り返り，３

学年間の学習内容を見通す内容を指導する。 

指
導
時
数 

A B C D 
生活の 

課題と 

実践 

計 

19.5 29 23 9 7 87.5 
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■１年 
＊（関）…関心・意欲・態度 （工）…工夫し創造する能力 （技）…生活の技能 （知）…知識・理解 

＊［小］…小学校家庭科での学習内容 

＊「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」を 12 時間程度行う例。 

時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 
学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

1 

～  

2 

家庭分野の

ガイダンス 

 

Ａ(1) 

ア 

・自分の成長を振り返り，

自分の成長や生活は家

族やそれに関わる人々

に支えられていること

に気づく。 

・家庭，学校，地域での

生活を振り返るととも

に，小学校の学習内容

や習得した知識と技術

について確認する。 

・中学校での学習内容に

興味を持ち，３学年間

の学習の見通しを持

つ。 

・今の自分ができること

を点検することを通し

て課題を見つけ，３年

後の自分をイメージす

る。 

 ・中学校で家庭分野を学

ぶ目的や意義を踏まえ

て，Ａ～Ｄの４つの内

容について具体的に説

明する。 

・家庭生活を振り返ると

きには，プライバシー

に十分配慮する。 

・小学校の学習を振り返

り，中学校３学年間の

見通しを持って学習に

取り組もうとしてい

る。（関） 

・自分の成長や生活は家

族やそれに関わる人々

に支えられてきたこと

に気づいている。（関） 

3 

～  

7 

 

１
編 

編の導入 Ｂ ・この編の学習の目標と

学習内容を知る。 

 ・この編の学習の目標，

学習内容を説明し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

・食生活について関心を

持ち，食生活をよりよ

くしようとしている。

（関） 

１
編
１
章 

食
生
活
と
栄
養 

①食事の

役割に

ついて

考えよ

う 

Ｂ(1) 

ア 

・食事の役割についてま

とめる。 

 

 

 

 ・生活の中で食事が果た

している役割を考えさ

せ，食事の役割をまと

める。 

 [小]食事の役割と楽し

い食事 

・食事の役割について理

解している。（知） 

 

②食生活

の課題

を見つ

けよう 

Ｂ(1) 

ア 

・食生活を点検し，課題

を見つける。 

 

 

・心身の健康に良い食習

慣について考える。 

 

 

・教科書p.25やワーク

シートを用いて，食

生活指針について確

認し，自分の食生活

の改善に取り組むた

めの「私の食生活指

針」を考えてまとめ

る。【0.5時間】 

 

・さまざまな視点から食

生活を振り返らせ，自

分の課題を考えさせ

る。 

・健康に良い食習慣を身

につけ，日常生活で実

践することの大切さに

気づかせる。 

 

・自分の食生活に関心を

持ち，健康によい食習

慣を日常生活で実践し

ようとしている。（関） 

・自分の食生活を点検し，

課題を見つけ，健康に

良い食習慣などについ

て考え，工夫している。

（工） 

・健康に良い食習慣の重

要性について理解して

いる。（知） 

③栄養素

の種類

と働き

を知ろ

う 

Ｂ(1) 

イ 

・栄養素の種類と働きに

ついてまとめる。 

 

 

・体内での水の働きをま

とめる。 

 

 

 

・教科書p.27やワーク

シートを用いて，栄

養素の種類と働き，

水の働きをまとめ

る。【１時間】  

・栄養素の体内での主な

３つの働きと五大栄養

素を関連させてまとめ

る。 

・中学生の平均体重を示

し，水分の割合を具体

的にイメージさせ，生

命維持のために必要な

成分であることに気づ

かせる。 

 [小]五大栄養素 

・栄養素の種類と働きに

ついて理解している。

（知） 
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時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 
学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

④中学生

に必要

な栄養

につい

て考え

よう 

Ｂ(1) 

イ 

・中学生に必要な栄養の

特徴について考える。 

・教科書p.28の図１や

表１，p.29図２につ

いて、中学生と大人

との違いについて分

かることやその理由

について考え，中学

生に必要な栄養の特

徴についてまとめ

る。【0.5時間】 

・食事摂取基準から，中

学生の時期の栄養の特

徴を考えさせる。 

・中学生に必要な栄養の

特徴について関心を持

ち，自分の食事と関わ

らせて考えようとして

いる。（関） 

・中学生に必要な栄養の

特徴について理解して

いる。（知） 

8 

～  

16 

１
編
２
章 

献
立
作
り
と
食
品
の
選
択 

①食品に

含まれ

る栄養

素を調

べよう 

Ｂ(2) 

ア 

・食品成分表を使い，身

近な食品の栄養的な特

徴を調べる。 

 

 

・食品の可食部100ｇと１

回に食べやすい量に含

まれるカルシウムの量

の違いを把握する。 

 

 

・教科書p.30-p.31，

p.96-p.99やワーク

シートを用いて，自

分の好きな食品につ

いて，含まれる栄養

素を調べる。【0.5時

間】 

・食品に含まれる栄養素

から食品名を当てるク

イズを出題するなど，

食品の栄養的特質につ

いて関心を持たせる。 

・１回に食べやすい食品

に含まれるカルシウム

の量を知らせることに

より，いろいろな食品

を組み合わせて食べる

必要性があることを実

感させる。 

・食品の栄養的特質につ

いて理解している。

（知） 

②何をど

のくら

い食べ

ればよ

いか考

えよう 

Ｂ(2) 

ア 

・身近な食品を栄養的な

特徴により６つの食品

群に分類する。 

 

・食品群別摂取量の目安

と１日に必要な食品の

種類と概量を知る。 

・教科書p.33-p.34やワ

ークシートを用い

て，身近な食品を６

つの食品群に分類す

る。【１時間】 

・食品群の分類について

は，栄養素の体内での

主な３つの働きとの系

統性を考慮して扱う。 

・実際に，献立に使われ

ている食品を用意し，

それらを食品群に分類

したり，計量したりす

る活動を通して，１日

に必要な食品の概量を

実感させる。 

・食品群や食品群別摂取

量の目安について理解

している。（知） 

・食品の栄養的特質や中

学生の１日に必要な食

品の種類と概量に関心

を持ち，食品について

調べたり，計量したり

しようとしている。

（関） 

・中学生の１日に必要な

食品の種類と概量につ

いて理解している。

（知） 

③バラン

スの良

い食事

につい

て考え

よう 

Ｂ(2) 

イ 

・中学生に必要な栄養を

満たす１日分の献立を

考える。 

・教科書 p.38-p.39 や

ワークシートを用い

て献立作りの手順を

確認し，中学生に必

要な栄養を満たす１

日分の献立を立て

る。【１時間】 

・小学校での学習を振り

返り，１食分の献立の

例などを挙げさせるよ

うにする。 

・主に栄養素を考えた食

品の組み合わせを中心

に献立を考えるよう指

導する。 

・献立を考える際には，

嗜好，費用，調理時間，

季節などの点からも検

討する必要があること

も伝える。 

[小]１食分の献立 

・中学生に必要な栄養を

満たす１日分の献立の

立て方について理解し

ている。（知） 

・中学生の１日分の献立

について課題を見つ

け，必要な栄養を満た

すために料理や食品の

組み合わせについて考

え，工夫している。（工） 

・必要な栄養を満たす食

事のとり方をしようと

している。（関） 

④生鮮食

品と加

工食品

の特徴

を知ろ

う 

Ｂ(2) 

ウ 

・生鮮食品と加工食品の

特徴と品質の見分け方

を知る。 

 

・教科書p.45を参考に，

身近な食品の表示や

マークを調べる。

【0.5時間】 

・生鮮食品については，

調理実習で用いる肉や

魚，野菜などについて

扱い，加工食品につい

ては，身近なものを扱

う。 

・生鮮食品と加工食品の

特徴について理解して

いる。（知） 
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時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 
学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

⑤食品の

選択と

購入に

ついて

考えよ

う 

Ｂ(2)

ウ 

・食品を選択する観点に

ついて知る。 

・食品の表示について調

べ，まとめる。 

 

 

・用途に応じた食品の選

択について考える。 

 

・調理実習で使用する生

鮮食品や加工食品の表

示調べを行い，主体的

な学習となるように配

慮する。 

 

・調理実習で使用する食

品を取り上げ，用途に

応じて選択するために

必要な情報を収集・整

理し，適切な選択をす

るための工夫を考える

ことができるようにす

る。 

・生鮮食品や加工食品の

表示の意味と良否の見

分け方について理解し

ている。（知） 

・食品の選択における観

点について理解してい

る。（知） 

・身近な食品を選択する

ために必要な情報を収

集・整理することがで

きる。（技） 

・用途に応じた食品の選

択について，収集・整

理した情報を活用して

考え，工夫している。

（工） 

⑥食品の

保存と

食中毒

の防止

につい

て考え

よう 

Ｂ(2) 

ウ 

・食品のさまざまな保存

方法を知る。 

・食中毒の防止について

考える。 

・教科書p.48-p.49を参

考に，家庭で自分な

りにできる食品の保

存と食中毒の防止の

方法を考えてまとめ

る。【0.5時間】 

・保存方法と食品の腐敗

や食中毒の原因を関連

づけて扱い，適切な保

存と計画的な購入の必

要性に気づかせる。 

・食品の保存方法や食中

毒の防止について理解

している。（知） 

 

17 

～  

25 

１
編
３
章 

調
理
と
食
文
化 

①日常食

の調理

をしよ

う 

Ｂ(3) 

ア 

・献立を決め，食品の調

理上の性質を生かした

調理の要点をまとめ

る。 

・調理に必要な手順や時

間を考え，調理計画を

工夫する。 

・調理実習の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全と衛生に気をつけ

て調理をする。 

・試食をする。 

・後かたづけをする。 

 

 

 

・調理実習の反省をし，

評価をする。 

・教科書 p.50-p.51 や

ワークシートを用い

て，食品の調理上の

性質を生かした調理

の要点をまとめる。

【0.5 時間】 

・教科書 p.50-p.51 や

ワークシートを用い

て，調理の手順を確

認する。【0.5 時間】 

・肉や魚，野菜を用いた

献立を考え，調理上の

性質を生かした調理方

法を工夫するように助

言する。 

・調理の手順について，

安全で能率的な方法を

考えさせる。 

・調理の用途に応じた食

品の選択を工夫させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・調理の目的や食材に合

った基本的な調理操作

を習得できるようにす

る。 

・環境へ配慮した調理や

後かたづけができるよ

うに助言する。 

・反省を，次回に生かす

ようにする。 

[小]ゆでたり，いためた

りする調理 

[小]ご飯とみそ汁の調理 

・日常食の調理に関心を

持ち，調理技術を習得

しようとしている。

（関） 

・食品の調理上の性質に

ついて理解している。

（知） 

・加熱調理と調味の要点

について理解してい

る。（知） 

・食品や調理用具の安全

と衛生に留意した取り

扱い方について理解し

ている。（知） 

・基礎的な日常食の調理

について，調理に必要

な手順や時間を考えて

計画したり，食品の調

理上の性質を生かした

調理を工夫したりして

いる。（工） 

・食品や調理用具等の安

全と衛生に配慮し，調

理実習で実践しようと

している。（関） 

・調理の目的や食材に合

った基本的な調理操作

ができる。（技） 

・安全と衛生に留意し，

食品や調理用具等の適

切な管理ができる。

（技） 
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時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 
学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

②肉の調

理を工

夫しよ

う 

Ｂ(3) 

ア 

・肉の調理上の性質を知

る。 

・安全と衛生に気をつけ

て，肉の調理をする。 

・教科書 p.58-p.59 や

ワークシートを用い

て，肉の調理上の性

質をまとめる。【0.5

時間】 

・調理実習で工夫した

こと，気づいたこと

などをレポートにま

とめる。【0.5 時間】 

・肉の性質や調理方法を

理解できない場合は，

図や写真などを活用し

て理解させる。 

・調理実習が手順よく進

められない場合には，

次の作業を具体的に指

示する。 

〔感染症などで実習がで

きない場合〕 

・立てた計画に沿って家

庭で実践し，気付いた

ことなどをレポートに

まとめる。（出来上がり

を写真等で記録する。） 

・肉の調理に関心を持ち，

肉を用いた調理に意欲

的に取り組もうとして

いる。（関） 

・肉の調理上の性質を生

かした調理方法を考

え，工夫している。（工） 

・肉の調理上の性質につ

いて理解している。

（知） 

③魚の調

理を工

夫しよ

う 

Ｂ(3) 

ア 

・魚の調理上の性質を知

る。 

・安全と衛生に気をつけ

て，魚の調理をする。 

・教科書 p.66-p.67 や

ワークシートを用い

て，魚の調理上の性

質をまとめる。【0.5

時間】 

・調理実習で工夫した

こと，気づいたこと

などをレポートにま

とめる。【0.5 時間】 

・魚の性質や調理方法を

理解できない場合は，

図や写真などを活用し

て理解させる。 

・調理実習が手順よく進

められない場合には，

次の作業を具体的に指

示する。 

〔感染症などで実習がで

きない場合〕 

・立てた計画に沿って家

庭で実践し，気付いた

ことなどをレポートに

まとめる。（出来上がり

を写真等で記録する。） 

・魚の調理に関心を持ち，

魚を用いた調理に意欲

的に取り組もうとして

いる。（関） 

・魚の調理上の性質を生

かした調理方法を考

え，工夫している。（工） 

・魚の調理上の性質につ

いて理解している。

（知） 

④野菜の

調理を

工夫し

よう 

Ｂ(3) 

ア 

・野菜の調理上の性質を

知る。 

・安全と衛生に気をつけ

て，野菜の調理をする。 

・教科書 p.74-p.75 や

ワークシートを用い

て，野菜の調理上の

性質をまとめる。

【0.5 時間】 

・調理実習で工夫した

こと，気づいたこと

などをレポートにま

とめる。【0.5 時間】 

・野菜の性質や調理方法

を理解できない場合

は，図や写真などを活

用して理解させる。 

・調理実習が手順よく進

められない場合には，

次の作業を具体的に指

示する。 

〔感染症などで実習がで

きない場合〕 

・立てた計画に沿って家

庭で実践し，気付いた

ことなどをレポートに

まとめる。（出来上がり

を写真等で記録する。） 

・野菜の調理に関心を持

ち，野菜を用いた調理

に意欲的に取り組もう

としている。（関） 

・野菜の調理上の性質を

生かした調理方法を考

え，工夫している。（工） 

・野菜の調理上の性質に

ついて理解している。

（知） 

⑤地域の

食材を

生かし

た調理

をしよ

う 

 

 

 

 

 

 

Ｂ(3) 

イ 

・地域の食材や季節の食

材について調べる。 

・地域の食文化について

調べる。 

・地域の食材や季節の

食材，地域の食文化

について調べ，レポ

ートなどにまとめ

る。【１時間】 

・地域との連携を図り，

地域の食材を生かした

調理実習につながるよ

うに配慮する。 

・地域の食文化の意義に

ついて理解している。

（知） 
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時
間 

指導項目 
指導 
要領 

学習活動・内容 
学校の授業以外の場に
おいて行うことが考え
られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

26 

～  

29 

生
活
の
課
題
と
実
践 

生活の課

題と実践 

Ｂ(3) 

ウ 

・学習してきたことを生

かし，改善する点や課

題はないか，自分や家

族の食生活を見直す。 

 

・課題を解決したり，よ

り豊かな生活にしたり

するための工夫を考

え，計画を立て実践す

る。 

（例）日本の食文化を追求

しよう 

・立てた計画をグループ

で発表し合い，計画を

見直す。 

 

 

・各自で実践したことを

まとめ，発表し合う。 

・計画した後，家庭で

実践する。実践した

ことをレポートやパ

ワーポイント，ポス

ターなどにまとめ

る。【１時間（まとめ

のみの扱い）】 

・これまでに学習したこ

とをもとに自分や家族

の食生活を見直すよう

にさせる。 

・目的を明確に持ち，個

性や工夫を生かせるよ

うにする。 

・計画，実践，評価，改

善の一連の学習活動で

あることを重視させ

る。 

・各自の課題の解決を目

指した問題解決的な学

習を進め，主体的な活

動となるように配慮す

る。 

・学習した知識と技術を

活用し，家庭で実践す

る意義にも気づかせ

る。 

・実践して分かったこと，

これからの生活で更に

工夫して生かしたいこ

とまで考えさせる。 

・食生活をよりよくする

ための課題の解決を目

指して日常食や地域の

食材を生かした調理な

どの計画を工夫してい

る。（工） 

・食生活に関心を持って

課題を見つけ，計画作

りや実践に取り組もう

としている。（関） 

 

 

 

 

 

 

 

・実践したことを工夫し

てまとめ，発表してい

る。（工） 

30 

～  

35 

１
編
３
章 

調
理
と
食
文
化 

⑤地域の

食材を

生かし

た調理

をしよ

う 

 

Ｂ(3) 

イ 

・地域の食材を生かした日

常食の調理をする。 

 

・調理実習で工夫した

こと，気づいたこと

などをレポートにま

とめる。【0.5時間】 

・地域の実態に応じて，地

域の伝統的な行事食や

郷土料理などを調理題

材として扱う。 

〔感染症などで実習がで

きない場合〕 

・地域の食材を生かした

日常食について調べ、

立てた計画に沿って家

庭で実行し，気付いた

ことなどをレポートに

まとめる。（出来上がり

を写真等で記録する。） 

・地域の食材を生かした日

常食などの調理を通し

て，地域の食文化に関心

を持っている。（関） 

⑥よりよ

い食生

活を目

指して 

Ｂ ・食生活を取り巻く問題を

把握し，自分の食生活を

よりよくする方法を考

える。 

 ・食生活を取り巻くさまざ

まな問題を，いろいろな

角度から考えさせる。 

・食生活を取り巻く問題に

関心を持ち，食生活をよ

りよくしようとしてい

る。（関） 
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■２年 
＊（関）…関心・意欲・態度 （工）…工夫し創造する能力 （技）…生活の技能 （知）…知識・理解 

＊［小］…小学校家庭科での学習内容 

＊「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」を７時間程度行う例。 

時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

1 

～  

7 

２
編 

編の導入 Ｃ ・この編の学習の目標と

学習内容を知る。 

 ・この編の学習の目標，

学習内容を説明し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

・衣生活・住生活につい

て関心を持ち，衣生

活・住生活をよりよく

しようとしている。

（関） 

２
編
１
章 

衣
生
活
と
自
立 

章の導入 Ｃ(1) ・この章の学習の目標と

学習内容を知る。 

 ・この章の学習の目標，

学習内容を説明し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

・衣服の着用，選択，手

入れについて関心を持

ち，衣生活をよりよく

しようとしている。

（関） 

①衣服の

働きを

考えよ

う 

Ｃ(1) 

ア 

・衣服の目的に応じた着

方や個性を生かした着

方を考えながら，衣服

の働きをまとめる。 

 ・目的に応じて衣服の着

方が違う点に着目さ

せ，衣服の社会生活上

の働きを考えさせる。 

 [小]保健衛生上の着方，

生活活動上の着方 

・衣服と社会生活との関

わりに関心を持ち，

T.P.O.に応じた衣服を

着用しようとしてい

る。（関） 

・衣服の社会生活上の機

能について理解してい

る。（知） 

・目的に応じた着方を考

え，工夫している。（工） 

②T.P.O．

を踏ま

えた自

分らし

い着方

を工夫

しよう 

Ｃ(1) 

ア 

・個性を生かした服装に

ついて知り，自分らし

い着方を考える。 

・教科書p.106-p.107や

ワークシートを用い

て，自分らしい着方を

考え，レポートなどに

まとめる【１時間】 

・色や形などの調和や自

分らしさを考えた着方

を工夫させる。 

 

・T.P.O.を踏まえながら，

自分らしい着方を工夫

している。（工） 

③衣服の

計画的

な活用

方法を

考えよ

う 

Ｃ(1)

イ 

・衣服調べをして，必要

な衣服の数量を把握

し，過不足や処分の仕

方を考える。 

 

 ・衣服の入手については，

購入するだけでなく，

環境に配慮する視点か

ら，譲り受けたり，リ

フォームしたりする方

法にも触れる。 

・衣服の過不足や処分に

ついて考え，衣服の計

画的な活用の必要性を

理解している。（知） 

④必要な

衣服を

選択し

よう 

Ｃ(1) 

イ 

・手持ちの衣服の活用を

考えながら，表示や縫

製の良否，手入れの方

法や価格など，既製服

の適切な選択方法を知

る。 

 ・衣服を自分で管理する

大切さを知らせ，既製

服の適切な選択方法を

理解させる。 

・既製服の表示の意味に

ついて理解している。

（知） 

・既製服を選択するため

の情報を収集・整理す

ることができる。（技） 

・目的に応じた衣服の適

切な選択について考

え，工夫している。（工） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

⑤衣服の

手入れ

をしよ

う 

Ｃ(1) 

ウ 

・衣服の洗濯や補修など

の手入れの必要性を理

解し，衣服の材料や状

態に応じた手入れの方

法を知る。 

・教科書p.118-p.125な

どを参考に，手持ちの

衣服について必要な

手入れを考えて実践

し，レポートにまとめ

る。【2時間（洗濯機で

の洗濯時間は省く）】 

・衣服を快適に着用する

ために手入れが必要で

あることに気づかせ，

手入れの実習をさせ

る。 

・洗濯については，手洗

いを基礎とし，洗濯機

を適切に使用できるよ

うにする。 

[小]手洗いによる洗濯 

 

・衣服の材料や状態に応

じた日常着の手入れに

関心を持ち，洗濯や補

修の課題に取り組もう

としている。（関） 

・衣服の材料や状態に応

じた洗濯や補修につい

て考え，工夫している。

（工） 

・衣服の材料や状態に応

じた洗濯や補修ができ

る。（技） 

・洗濯の要点と方法につ

いて理解している。

（知） 

・補修の目的と布地に適

した方法について理解

している。（知） 

⑥よりよ

い衣生

活を目

指して 

Ｃ(1) ・よりよい衣生活を目指

して，衣服計画を立て，

衣服の活用や管理の方

法を工夫する。 

 ・衣生活の自立に向けて，

自分にできることを具

体的に考えさせる。 

・衣服の活用や管理につ

いて，自分なりに工夫

している。（工） 

8 

～  

13 

２
編
２
章 

住
生
活
と
自
立 

章の導入 Ｃ(2) ・この章の学習の目標と

学習内容を知る。 

 ・この章の学習の目標，

学習内容を説明し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

・さまざまな住まいを知

り，住まいに関心を持

ち，住生活をよりよく

しようとしている。

（関） 

①住まい

の役割

と住ま

い方を

考えよ

う 

Ｃ(2)

ア 

・住まいの役割や基本的

な機能について考え

る。 

 

・自分や家族の生活と住

まい方との関わりを考

える。 

 ・住まいや住まい方は気

候風土や文化によって

も違うことに気づかせ

る。 

・住空間と生活行為との

関係を理解させ，家族

がどのような生活を重

視するかで住まい方が

異なることに気づかせ

る。 

・自分や家族の住空間と

生活行為との関わりに

ついて関心を持ってい

る。（関） 

・住まいの役割や基本的

な機能について理解し

ている。（知） 

②住まい

の安全

につい

て考え

よう 

Ｃ(2)

イ 

・家庭内事故とその原因

について知り，安全に

住むために改善できる

ことを考える。 

・教科書p.134-p.139や

ワークシートなどを

用いて授業を振り返

って住まいのチェッ

クをし，改善点と改善

方法をまとめる。【１

時間】 

・家庭内事故の具体例か

ら，安全管理の方法を

考えさせる。 

・安全な室内環境に関心

を持ち，整え方や住ま

い方の課題に取り組も

うとしている。（関） 

・安全な室内環境になる

よう，安全管理の方法

を理解している。（知） 

③災害に

備えた

住まい

方につ

いて考

えよう 

Ｃ(2) 

イ 

・住まいの災害対策につ

いて知り，災害に備え

てできることを考え

る。 

・災害の特徴を知らせ，

住まいの災害対策を具

体的に考えさせる。 

・災害に備えた住まい方

に関心を持ち，課題に

取り組もうとしてい

る。（関） 

・災害に備えた住まい方

について理解してい

る。（知） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

④健康で

快適な

室内環

境を工

夫しよ

う 

Ｃ(2) 

イ 

・健康で快適な室内環境

の条件を知り，改善方

法を考える。 

 ・室内の空気の汚染や音

の及ぼす影響を取り上

げ，室内環境を整える

必要性に気づかせ，改

善方法を考えさせる。 

[小]暑さ・寒さ，通風・

換気，明るさなどを

考えた快適な室内環

境の整え方 

・健康で快適な室内環境

に関心を持ち，整え方

や住まい方の課題に取

り組もうとしている。

（関） 

・健康で快適な室内環境

の条件を理解してい

る。（知） 

⑤よりよ

い住生

活を目

指して 

Ｃ(2) ・家族が安全で快適に住

むための室内環境につ

いて課題を見つけ，改

善方法を考える。 

 ・具体例を挙げて，家族

が安全で快適に住むた

めの工夫を考えさせ

る。 

・安全で快適に住むため

の方法を考え，工夫し

ている。（工） 

14 

～  

16 

生
活
の
課
題
と
実
践 

生活の課

題と実践 

Ｃ(3)

イ 

・学習してきたことを生

かし，改善する点や課

題はないか自分や家族

の住生活を見直す。 

 

 

・課題を解決したり，よ

り豊かな生活にしたり

するための工夫を考

え，計画を立て実践す

る。 

（例）災害に備えた住まい

方を工夫しよう 

・立てた計画をグループ

で発表し合い，計画を

見直す。 

 

 

・各自で実践したことを

まとめ，発表し合う。 

・計画した後，家庭で実

践する。実践したこと

をレポートやパワー

ポイント，ポスターな

どにまとめる。【１時

間（まとめのみの扱

い）】 

・これまでに学習したこ

とをもとに自分や家族

の住生活を見直すよう

にさせる。 

・目的を明確に持ち，個

性や工夫を生かせるよ

うにする。 

・計画，実践，評価，改

善の一連の学習活動で

あることを重視させ

る。 

・各自の課題の解決を目

指した問題解決的な学

習を進め，主体的な活

動となるように配慮す

る。 

・学習した知識と技術を

活用し，家庭で実践す

る意義にも気づかせ

る。 

・実践して分かったこと，

これからの生活でさら

に工夫して生かしたい

ことまで考えさせる。 

・住生活をよりよくする

ための課題を見つけ，

解決を目指して計画を

工夫している。（工） 

・住生活に関心を持って

課題を見つけ，計画作

りや実践に取り組もう

としている。（関） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践したことを，工夫

してまとめ，発表して

いる。（工） 

17 

～  

26 

２
編
３
章 

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に 

章の導入 Ｃ(3) ・この章の学習の目標と

学習内容を知る。 

 ・この章の学習の目標，

学習内容を説明し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・布を用いた物の製作に

関心を持って取り組

み，家族や自分の生活

をより豊かにしようと

している。（関） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

 

①生活を

豊かに

するた

めの工

夫をし

よう 

Ｃ(3)

ア 

・生活の中で，あるとい

いなと思うものを考え

させる。 

・製作に必要な材料や用

具，製作手順や時間な

どの見通しを持つ。 

・生活を豊かにする具体

的な物を製作する。 

 ・補修の技能を生かした

製作品を考えさせる。 

・計画内容を確認し，安

全で能率よく実践でき

るよう，今後の学習の

見通しを持たせる。 

・手縫いやミシン縫い，

アイロンなど基礎的・

基本的な知識や技術を

活用させる。 

・完成後の製作品や，そ

れを活用している姿を

想像しながら製作に臨

むと，学習意欲が高ま

る。 

・製作を通して，自分や

家族の生活を豊かにす

ることの大切さを実感

させる。 

[小]生活に役立つ物作り 

・衣生活や住生活を豊か

にするための製作品を

考え，製作計画や方法

について自分なりに工

夫している。（工） 

・材料や用具の適切な選

択や，用具の安全な取

り扱いに関する知識を

身につけている。（知） 

・安全に用具を取り扱い，

目的に応じた縫い方で

製作することができ

る。（技） 

27 

～  

32 

４
編 

編の導入 Ｄ ・この編の学習の目標と

学習内容を知る。 

 

・自分の生活を振り返り，

消費生活や環境との関

わりについて考える。 

 ・この編の学習の目標，

学習内容を説明し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

・自分の生活と消費や環

境との関わりについて

考えさせる。 

・自分や家族の消費生活

や環境との関わりにつ

いて関心を持ち，消費

生活をよりよくしよう

としている。（関） 

４
編
１
章 

私
た
ち
の
消
費
生
活 

①消費者

として

の自覚

を持と

う 

 

 

 

Ｄ(1) 

ア 

・自分や家族の消費生活

を振り返り，適切な消

費行動について点検す

る。 

・契約の意味について理

解する。 

 ・自分の消費に使える金

銭には限りがあること

や優先順位を考えた計

画的な支出が必要であ

ることに気づかせる。 

[小]物や金銭の大切さ，

計画的な使い方 

・家庭生活における消費

の重要性に気づいてい

る。(関) 

・消費者としての自覚を

持とうとしている。

(関) 

・契約の意味について理

解している。(知) 

②販売方

法と支

払い方

法につ

いて知

ろう 

Ｄ(1) 

イ 

・具体的な買い物の場面

を取り上げ，販売方法

や支払い方法について

考える。 

 ・販売方法や支払い方法

について理解させる。 

 

・販売方法や支払い方法

に関する知識を身につ

けている。(知) 

③商品の

選択と

購入に

ついて

考えよ

う 

Ｄ(1) 

イ 

・商品（物資やサービス）

を適切に選択，購入す

る方法について考え

る。 

・商品の選択，購入をす

るときに必要な情報を

収集し，整理する。 

・商品の活用方法につい

ても考える。 

・教科書p.230-p.233や

ワークシートを用い

て，商品購入のシミュ

レーションをしてレ

ポートにまとめる。

【１時間】 

・意思決定のプロセスを

用いて商品購入につい

てシミュレーションさ

せる。 

・本当に必要かどうか判

断することの大切さに

気づかせる。 

・商品の表示やマークに

ついて知らせる。 

・多くの情報の中から適

切な情報を収集・整理

し，物資やサービスの

適切な選択ができるよ

うにする。 

[小]身近な物の選び方，

買い方 

・物資・サービスの適切

な選択，購入および活

用について必要な情報

を収集・整理すること

ができる。(技) 

・物資・サービスの選択，

購入，活用に関する知

識を身につけている。

（知） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

④消費者

トラブ

ルを解

決する

方法を

考えよ

う 

Ｄ(1) 

イ 

・消費者に関わるトラブ

ルなどの実際の例を取

り上げ，その解決方法

について考える。 

・消費者トラブルの解決

方法をグループで話し

合い，発表する。 

 

 ・消費生活センターやク

ーリング・オフ制度な

どについて理解させ

る。 

・中学生に関わりの深い

トラブル事例を取り上

げて，調べさせるなど，

生徒が主体的に学習で

きるように工夫する。 

・身近な消費者トラブル

の事例とその解決方法

を理解している。 (知) 

・消費者としての自覚を

持ち，課題を見つけ，

その解決を目指して工

夫している。（工） 

⑤消費者

の権利

と責任

につい

て考え

よう 

Ｄ(1) 

ア 

・実際の消費生活と結び

つけ，消費者の権利や

責任について理解す

る。 

 

 ・消費者の権利と責任に

ついては，中学生の消

費行動や具体的な事例

と関わらせて考えさせ

る。 

・消費者基本法の趣旨を

説明する。 

・消費者の基本的な権利

と責任について理解し

ている。(知) 

・消費者基本法について

理解している。(知) 

⑥よりよ

い消費

生活を

目指し

て 

Ｄ(1) ・これまで学習したこと

を生かして，消費者の

ひとりとして，環境の

ため，社会のためにで

きることを考える。 

 ・自分や家族の消費行動

が社会全体に影響を与

えることを知らせる。 

・消費者としての自覚を

高め，よりよい消費生

活を工夫している。

(工) 

33

～  

35 

４
編
２
章 

環
境
に
配
慮
し
た
消
費
生
活 

①エネル

ギー消

費を減

らす方

法を考

えよう 

Ｄ(2) 

ア 

・自分や家族のエネルギ

ー消費が環境に与える

影響について知らせ，

エネルギー消費を減ら

す方法について考え

る。 

・教科書p.247やワーク

シートを用いて，エネ

ルギー消費と環境や

持続可能な社会につ

いて振り返り，自分や

家族にできることを

考え実践し，レポート

などにまとめる。【１

時間（計画まで）】 

・家庭でできる省エネル

ギーについて具体的に

考えさせる。 

・自分や家族の生活の仕

方が身近な環境に与え

る影響について考えや

すくするために，具体

的な事例などを提示す

る。 

[小]身近な環境との関わ

り，物の使い方の工

夫 

 

・環境に配慮した消費生

活について考え，工夫

しようとしている。

（工） 

・環境に配慮した生活を

送る必要性を理解して

いる。(知) 

②持続可

能な社

会を目

指そう 

Ｄ(2) 

ア 

・持続可能な社会を目指

して，自分や家族がで

きることを考える。 

・循環型社会を目指して，

自分の生活の在り方を

考え，工夫し実践する

ことの大切さを理解さ

せる。 

・環境に配慮した消費生

活が循環型社会を形成

する基盤であることに

気づかせる。 

・これからの生活を展望

して，ひとりひとりが

環境に配慮した生活を

送る必要性に気づかせ

る。 

・自分や家族の消費行動

が環境に与えている影

響について関心を持っ

ている。（関） 

・持続可能な社会を目指

し，生活の在り方を工

夫し，実践しようとし

ている。(工) 
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■３年 
＊（関）…関心・意欲・態度 （工）…工夫し創造する能力 （技）…生活の技能 （知）…知識・理解 

＊［小］…小学校家庭科での学習内容 

＊「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」を３時間程度行う例。 

時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

1 

～  

3 

３
編 

編の導入 Ａ ・この編の学習の目標と

学習内容を知る。 

 ・この編の学習の目標，

学習内容を確認し，今

後の学習の見通しを持

たせる。 

・自分の成長や家族・家

庭，幼児の発達と生活

について関心を持ち，

家庭生活をよりよくし

ようとしている。（関） 

３
編
１
章 

家
族
・
家
庭
と
地
域 

①家庭や

家族の

機能に

ついて

考えよ

う 

Ａ(2)

ア 

・家庭や家族の基本的な

機能について考える。 

・家庭や家族の大切さに

ついて考える。 

・教科書p.176-p.177やワ

ークシートを用いて，家

族や家庭の基本的な機

能についてまとめる。

【0.5時間】 

・家庭や家族の機能とし

て，子どもを育てる機

能や心の安らぎなどの

精神的な機能があるこ

とを取り上げ，それら

は衣食住などの生活の

営みによって支えられ

ていることに気づかせ

る。 

[小]家庭生活と家族 

・家庭や家族の機能につ

いて理解している。

(知) 

・家庭や家族の重要性に

ついて理解している。

(知) 

 

②中学生

として

の自立

を考え

よう 

Ａ(2)

ア 

・自分と家族との生活を

振り返り，中学生とし

ての自立について考え

る。 

・教科書p.178図１，

p.179図２やワークシ

ートを用いて，家庭に

おける自分の役割を

確認し，家族の一員と

してできることをま

とめる。【0.5時間】 

・中学生になった自分と

家族の生活を振り返

り，家庭における自分

の役割に気づかせる。

その際，小学校での学

習内容や，家庭分野の

ガイダンスのページを

活用するなど，家族や

地域の一員としてでき

ることを具体的に考え

られるように工夫す

る。 

 [小]家庭の仕事 

・中学生として自分や家

族の生活に関心を持

ち，家族や地域の一員

として生活をよりよく

しようとしている。

（関） 

・自分と家族・家庭につ

いて課題を見つけ，そ

の解決を目指して考え

たり，自分なりに工夫

したりしている。（工） 

③家庭生

活と地

域との

関わり

を考え

よう 

Ａ(2) 

ア 

・地域の活動などを調べ，

自分や家族がどのよう

に関わっているか考え

る。 

 ・家庭生活は，地域の人々

とのつながりの中で成

り立っており，相互の

関わりによって生活を

よりよくできることに

気づかせる。 

・日常生活から，具体的

な事例を挙げさせ，地

域の人々との関わりを

考えさせる。 

[小]近隣の人々との関わ

り 

〔感染症などで実習がで

きない場合〕 

・教科書p.180図１やワー

クシートを用いて，地

域を調べ，自分にでき

ることを考え，まとめ

る。 

 

・自分や家族，地域との

関わりについて関心を

持っている。(関) 

・家庭生活は，地域と相

互に関連して成り立っ

ていることを理解して

いる。(知) 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

4 

～  

17 

３
編
２
章 

幼
児
の
生
活
と
家
族 

成長を振

り返ろう 

Ａ(1)

ア 

Ａ(3)

ア 

・自分の成長を振り返る。 

 

・自分の幼児期の写真や

記録，その頃のエピソ

ードなどを調べて，ま

とめる。【１時間】 

・自分が生まれてから今

までを，写真資料など

を見せながら思い出さ

せる。 

・多くの人との関わりの

中で成長してきたこと

を再確認している。

(関) 

①幼い頃

を振り

返ろう 

Ａ(3)

ア 

・自分の幼児期を振り返

り，幼い頃の夢，エピ

ソードなどまとめる。 

・幼い頃に好きだったも

のなどをまとめさせた

り，インタビューや写

真，ビデオなどを手が

かりにしたりして振り

返ることができるよう

にする。 

・生徒のプライバシーに

は，十分に配慮する。 

[小]自分の成長と家族 

・自分の幼い頃をさまざ

まな視点から振り返ろ

うとしている。(関) 

②幼児の

体の発

達につ

いて考

えよう 

Ａ(3) 

ア 

・幼児の体の発達の特徴

について考える。 

 

 ・身体の発達や運動機能，

生理的機能の発達の概

要とそれを支えている

生活の重要性について

分かるようにする。 

・体や運動機能の発達に

は，一般的な方向や順

序があるとともに個人

差があることに気づか

せる。 

・幼児の体の発達の特徴

について理解してい

る。（知） 

 

③幼児の

心の発

達につ

いて考

えよう 

Ａ(3) 

ア 

・幼児の心の発達の特徴

について考える。 

 

 ・情緒，社会性，言葉の

発達の概要とそれを支

えている生活の重要性

について分かるように

する。 

・心の発達には，一般的

な方向や順序があると

ともに個人差があるこ

とに気づかせる。 

・心の発達には家族や身

近な人への信頼関係を

形成することが大切で

あることに気づくよう

にする。 

・幼児の心の発達の特徴

について理解してい

る。（知） 

 

④幼児の

生活習

慣の習

得につ

いて考

えよう 

Ａ(3) 

ア 

・幼児の生活習慣がどの

ように身についていく

のか考える。 

 

 

 

 

・生活習慣の習得を支え

る家族の役割を考え

る。 

 ・食事，睡眠，排せつ，

着脱衣，清潔などの基

本的な生活習慣につい

ては，生活の自立を目

指し，幼児の心身の発

達に応じて身につけさ

せる必要があることを

理解させる。 

・生活習慣の習得につい

ては，幼児の心身の発

達に応じて，周囲の大

人が適切に関わり，身

につけさせる必要があ

ることに気づくように

する。 

・生活習慣は，幼児の心

身の発達に応じて，周

囲の大人が適切に関わ

り，身につけさせる必

要があることを理解し

ている。（知） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

⑤幼児の

生活と

遊びを

知ろう 

Ａ(3)

イ 

・幼児の１日の生活を知

り，幼児にとっての遊

びの意義について考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児の生活やいろいろ

な遊びを観察し，遊び

で育つ力について考え

る。 

 

 

・遊び道具や遊び場所に

ついて調べ，遊び道具

の役割や遊ぶ環境につ

いて考える。 

 

・遊び道具を作る。 

 

 ・幼児にとっての遊びは，

生活そのものであり，

身体の発育や運動機

能，言語，情緒，社会

性などの発達を促して

いることが分かるよう

にする。 

・幼児期に適切で十分な

遊びを経験することが

子どもの成長にとって

重要であることに気づ

かせる。 

・発達段階や子どもによ

って，遊びの種類や遊

び方，友達との関わり

方などが異なる特徴を

持っていることに気づ

かせる。 

・遊び道具は，子どもの

成長やコミュニケーシ

ョンを促す上で大切で

あることに気づかせ

る。 

・遊び道具の製作の目的

は，幼児の理解を深め

ることが目的であるこ

とを押さえる。 

・幼児の心身の発達を踏

まえ，幼児が興味を持

って楽しく遊べる遊び

道具になるよう工夫さ

せる。 

・幼児にとっての遊びの

意義を理解している。

（知） 

・幼児にとっての遊びは

生活そのものであるこ

とを理解している。

（知） 

・遊びは，体の発達や運

動機能，言語，情緒，

社会性などの発達を促

していることを理解し

ている。（知） 

・幼児の遊び道具の製作

などを通して，幼児に

関心を持っている。

（関） 

・幼児の発達段階を押さ

えた遊び道具，遊び方

について考え，工夫し

ている。（工） 

⑥幼児と

の関わ

り方を

考えよ

う 

Ａ(3)

ウ 

・幼児との触れ合いにつ

いて，自分の課題を設

定する。 

 

 

・幼児に合った接し方や

遊びを工夫し触れ合う

方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒が自分なりの課題

を持ち，幼児の発達の

状況に応じた関わり方

を工夫し，実践できる

ようにする。 

・幼児と触れ合うことの

良さに気づくなど，幼

児との関わりが積極的

に行えるようにする。 

〔感染症などで実習がで

きない場合〕 

・幼児と触れ合う活動は

困難である可能性が高

いため，視聴覚教材や

ロールプレイングなど

を活用し，関わり方の

工夫をする。 

・課題を持って，幼児と

適切に関わろうとして

いる。（関） 

・幼児への関心を深める

ことができる。（関） 

・幼児の心身の発達に応

じた関わり方について

考え，工夫している。

（工） 

 

⑦幼児と

の関わ

り方に

ついて

まとめ

よう 

Ａ(3) 

ウ 

・幼児との触れ合い活動

を通して，学んだこと

を発表する。 

 ・体験したことを振り返

ったり，まとめたり，

話し合ったりするな

ど，関わりが深まるよ

うにする。 

・幼児の遊びや遊び道具，

遊びと心身の発達との

関わりなどについて，

観点に基づいて観察

し，整理することがで

きる。（技） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 

学校の授業以外の場に

おいて行うことが考え

られる教材・学習活動 

指導上の留意点 評価の観点 

⑧子ども

にとっ

ての家

族につ

いて考

えよう 

Ａ(3) ・子どもが育つ環境とし

ての家族の役割を考え

る。 

・教科書などで幼児の学

習を振り返り，子ども

が育つ環境としての

家族の役割について

まとめる。【１時間】 

・家庭生活の中で，親や

それに代わる人が愛情

を持って接し，幼児と

の基本的な信頼関係を

形成することが大切で

あることに気づかせ

る。 

・子どもを育てる環境と

しての家族の役割を理

解している。（知） 

18 ３
編
３
章 

こ
れ
か
ら
の
私
と
家
族 

①中学生

にとっ

ての家

族につ

いて考

えよう 

Ａ(2) 

イ 

・家族との関わりや，こ

れからの自分の家庭生

活について考える。 

 

 

・家族関係をよりよくす

る方法を考える。 

 ・家族の互いの立場や役

割を理解し，協力して

家族関係をよりよくす

ることが大切であるこ

とに気づかせる。 

・家族関係をよりよくす

るためにどのような方

法があるか，家族の一

員としてどのようなこ

とができるのか，具体

的に考えさせ，これか

らの生活で実践できる

ようにさせる。 

・生徒に関わりの深い課

題を取り上げ，ドラマ，

物語，ロールプレイン

グなどを通して，具体

的に考えさせる。 

・生徒のプライバシーに

は，十分に配慮する。 

[小]家族との触れ合いや

団らん家庭生活と家

族 

・家族との関わりや，こ

れからの自分の生活に

関心を持ち，実践しよ

うとしている。(関) 

・家族関係をよりよくす

る方法を考え，工夫し

ている。(工) 

 


